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相馬野馬追前夜祭で特別街頭指導を実施しました！

　令和５年７月29日、相馬野馬追前夜祭（盆踊りパレード）にあわせて、

駅通りや旭公園内等を巡回し、多くの子ども達や親子連れに声かけと啓発品

の配布を行いました。イベントにあわせることで、街頭指導活動を多くの方

に周知することができました。

　今回の活動を通して、３地区の指導員同士がより一層のふれあい交流がで

き、とても良い機会となりました。
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南相馬市少年指導員連絡協議会　

会長　後藤　英之

　会員の皆様には、街頭指導に多大なるご協力をいただきまして、心より感謝申し上げます。

　１月１日能登半島で大地震が発生しました、犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表すとと

もに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　自然災害が頻発する中、東日本大震災と原発事故から１３年が過ぎました。

　肉親を失った悲しみや避難で故郷を離れた悔しさは忘れようがありません、当時は津波から

逃げ延びたり仲間と助け合って困難を乗り越えたり、とてもつらい経験をしました。

　「復興は長期戦です」福島で暮らす私達は、そのことを身に染みて感じています、これからも

能登の人々に心を寄せ続けることが大切だと思います。

　また、令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症の位置づけは、これまで「新型イン

フルエンザ等感染症（２類相当）」としていましたが、「５類感染症」にかわり、令和５年度の

総会も昨年度に続き会員の方々のお顔を拝見し対面式で開催出来ますことは喜びにたえません。

　私たち少年指導員の役割は街頭指導や青少年の健全育成と非行防止のための活動です。

青少年が犯罪に陥ることがないよう、また巻き込まれないよう未然に防止するための活動を行っ

ています。

　南相馬市では、子育て支援策が評価され令和５年７月１９日に一般社団法人日本子育て支援

協会が選ぶ「第４回日本子育て支援大賞２０２３（自治体部門）」を受賞されました。理由とし

て医療費、保育料、給食費の３つの完全無料化に加え、男性の育休取得促進奨励金、在宅で保

育をする保護者への支援金、屋内外のこどもの遊び場の設置、１８歳の若者に対する巣立ち応

援祝い金及び応援ポスターの制作など、こどもと子育てを応援する取り組みを実施してきたこ

とが評価されたものと考えます。

　今後も、地域社会全体で連携・協力しながら、子育て世帯を応援し、「こどもたちの笑顔がか

がやくまち」の実現に向け、取り組んでいくことが大切です。

　最後に、少子高齢化時代において私たちも地域全体で子供たちを育て、「自ら考え判断するす

こやかな心、自立したやさしい心を持つ子供たち」を育成することが極めて重要だと考え、今

後も少年指導員としての活動を務めてまいります。

「子育てを応援したい」「子育てを応援したい」

－７－－２－

令和5年度　南相馬市少年指導員連絡協議会　総会開催
（令和5年 5月 23日　原町生涯学習センター（サンライフ南相馬））

７／６　早朝街頭指導（原ノ町駅前）

　７月の「青少年非行・被害防止全国強調月間」にあわせ、原ノ町駅前で、高校生等に挨拶・

声かけを行い、啓発品（お箸・ティッシュ）の配布を行いました。８時前の電車を利用する学

生が多く、声をかけると元気に挨拶を返してくれました。

１１／２８　早朝街頭指導（列車内指導）

　１１月の「子供・若者育成支援推進強調月間」にあわせ、列車内で、「おはよう」「いってらっしゃ

い」と高校生等に挨拶・声かけを行い、啓発品（ふせん・マスク）の配布を行いました。

　原ノ町駅～鹿島駅間の列車に乗車しました。帰りは学生が多く、電車内では身動きが取れな

いと判断し、ホーム内で電車を待つ学生へ声かけ・啓発品の配布を行いました。

　ふせんをもらい喜ぶ学生が多く、そして、元気に挨拶を返してくれたので良かったです。

【QRコード】
市ホームページに掲載

【QRコード】
市公式Xエックス

（旧ツイッター）に掲載



－３－－６－

福島県青少年育成推進大会で、長年の功績が認められ、
西　道典さんが表彰されました。おめでとうございます。
今後益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。

少年指導員活動の様子

原町区 鹿島区 小高区

令和５年度、県青少年健全育成推進大会　表彰令和５年度、県青少年健全育成推進大会　表彰

鹿島区　西　道典

　この度、福島県青少年健全育成推進大会で「県民会議会長賞」の表彰を受賞させて戴きました。

これもひとえに共に活動をさせて戴いた皆様、協力を賜っております同胞の尽力のおかげと感

謝申し上げます。

　さて、南相馬市の小中学校には必ず報徳の教えが掲げられております。その中でも「一円融合」

（全てのものは互いに働き合い、一体となって結果が出る）「積小為大」（小さな努力の積み重ねが、

やがて大きな収穫や発展に結びつく）が有名です。すべての事柄に通じますが、青少年健全育

成推進活動もこの精神で皆さんと共に努めて参りたいと存じます。

　最後になりますが、青少年健全育成は私たち指導員だけでなく、市民皆様のお力があってこ

その活動と思っております。今後ともご協力宜しく御願い申し上げます。　

３区合同街頭指導活動

　本年度も少年指導員役員相互の交流と資質の向上及び連携強化を目的に、鹿島区・原町区・

小高区の三区合同での街頭指導活動を各地区にて実施しました。

活動に参加された各地区の役員皆様からいただいた感想の一部をご紹介します。

１１／１７　　鹿島区

　鹿島区の夜の街頭指導には興味を持って参加しました。

　雨上がりの街頭指導ということもあり、人通りが少なく、夜の鹿島駅を巡回させていただき、

特に問題はありませんでした。

　冬場は暗くなるのが早いため、活動を通して、子供達を見守っていきたいです。

１２／５　　原町区

　他地区の皆様と街を歩き、コミュニケーションを重ねながら、歩道ですれちがう高校生などに、

あいさつ運動、図書館内の巡回を行いました。

　４コースあり、駅前通り方面など始めて行く場所ばかりでとても新鮮でした。

小・中学生は会わず、高校生に声をかけると「ハイ！！」の声もあり、ほっとしました。

　これからも地元に限らず、子供達に「愛の一声」をかけたいと思います。

１２／１３　　小高区

　お天気にも恵まれ、高校生などに挨拶・声かけを行い、そして他地区の仲間達と会話しなが

らの交流ができ、心が和みました。

　駅では時間帯が合わなかったのか、高校生は見かけられませんでしたが、別な場所で多くの

生徒さん達とふれあうことができ、とても良かったです。

　また、小高の街を紹介していただき、観光もでき、とても楽しかったです。



－５－－４－

「少年指導員の活動を通して」

原町区　矢野馬　善真

　今回、初めての少年指導員を経験し、小中学生や高校生達と挨拶を交わしたり、地域の方々

と街頭指導活動を通しながら街の巡回を行ってみて、声かけの重要さや地域の方々との交流

の大切さを知りました。

　街頭指導や列車内指導で挨拶を行うことで、少年非行を未然に防いだり、事故防止や防犯

などの意識の向上を促す手助けを出来た事が自分にとっても良い経験となりました。

また、少年指導員の方々と福島県少年センター連絡協議会補導員研修会に参加し、これから

の少年指導での注意すべき点など学ぶことができ、とてもためになりました。

「少年指導員の活動を通して」

「少年指導員の活動を通して」

鹿島区　鎌田 博信

　鹿島中学校のＰＴＡ役員となったことを機に、今年初めて南相馬市の少年指導員に参加し

ました。駅での声かけや周辺の巡回、公園での見回りを通じて、街の変化を感じます。

　人通りが少なく驚きますが、学生さんや通勤途中の方々との挨拶に心温まりました。通学

路や公園なども賑やかさを欠き、暗さや寂しさを感じます。

　しかし地震の影響や路面の悪さも考慮しながら現状を把握し、少年たちの安全を守るため

努めます。コロナの影響もあるとは思いますが、明るさを感じられるようなまちづくりに貢

献できれば、何よりです。

「少年指導員の活動を通して」

「変わりゆく小高　下校時の学生の方々を見守り」

小高区　蒲原　まさ子

「変わりゆく小高　下校時の学生の方々を見守り」

　市から、少年指導員活動の任命により、中高生の安全なる帰路の見守り、声かけ等の街頭指

導に参加し、早一年が経とうとしている中、昨年１２月１３日３区合同街頭指導が実施されま

した。私は、区役所→駅→各学校→区役所に徒歩で戻るコースです。

　大震災、避難により、小高は一時住民不在、また、少子化により２０１４年に２校あった高

校は、統合され、県立小高産業技術高校となりましたが、学生の方々から、笑顔と臆しない明

るい挨拶を頂き、心がとても温まり、あの静寂さからは想像できない程の前途に一筋の先明さ

え見い出せ、嬉しく思われます。

「令和５年度福島県少年センター連絡協議会補導員研修会」

原町区　松浦　和

　令和５年１０月２５日、喜多方プラザ文化センターにて開催され、当市から１４名で臨み

ました。

　講演内容は２部構成で、１部は、県警本部生活安全部の杉内氏より「福島県の少年非行の

現状について」説明を受けました。２部は、公認心理士等の資格をお持ちの県青少年育成県

民会議所属の大森氏より「カウンセリングマインドを身につけよう～寄り添う気持ちが支え

に～」について説明を受けました。前半は、思春期危機を乗り越えるには～居場所・仲間・

役割を大切に～がテーマでした。後半は、折れないこころを育てる～寄り添う気持ちが支え

に～がテーマでした。資料がカラフルで分かりやすく、ステージで全身を使って一人芝居を

しているかの様な熱の入った１時間の講演でした。とても印象に残る講演でした。

　また、当市からの参加者の中に、子供のお土産にとぬいぐるみを買ったパパさんがいて、

心強く感じました。次世代を担う方の入会を切に願う次第です。

「令和５年度福島県少年センター連絡協議会補導員研修会」

令和5年度　福島県少年センター連絡協議会補導員研修会
（令和5年１０月2５日　喜多方プラザ文化センター　小ホール）
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　今回、初めての少年指導員を経験し、小中学生や高校生達と挨拶を交わしたり、地域の方々
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　街頭指導や列車内指導で挨拶を行うことで、少年非行を未然に防いだり、事故防止や防犯
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福島県青少年育成推進大会で、長年の功績が認められ、
西　道典さんが表彰されました。おめでとうございます。
今後益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。

少年指導員活動の様子

原町区 鹿島区 小高区

令和５年度、県青少年健全育成推進大会　表彰令和５年度、県青少年健全育成推進大会　表彰

鹿島区　西　道典

　この度、福島県青少年健全育成推進大会で「県民会議会長賞」の表彰を受賞させて戴きました。

これもひとえに共に活動をさせて戴いた皆様、協力を賜っております同胞の尽力のおかげと感

謝申し上げます。

　さて、南相馬市の小中学校には必ず報徳の教えが掲げられております。その中でも「一円融合」
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　本年度も少年指導員役員相互の交流と資質の向上及び連携強化を目的に、鹿島区・原町区・

小高区の三区合同での街頭指導活動を各地区にて実施しました。

活動に参加された各地区の役員皆様からいただいた感想の一部をご紹介します。

１１／１７　　鹿島区
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　冬場は暗くなるのが早いため、活動を通して、子供達を見守っていきたいです。
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　４コースあり、駅前通り方面など始めて行く場所ばかりでとても新鮮でした。

小・中学生は会わず、高校生に声をかけると「ハイ！！」の声もあり、ほっとしました。

　これからも地元に限らず、子供達に「愛の一声」をかけたいと思います。

１２／１３　　小高区

　お天気にも恵まれ、高校生などに挨拶・声かけを行い、そして他地区の仲間達と会話しなが

らの交流ができ、心が和みました。

　駅では時間帯が合わなかったのか、高校生は見かけられませんでしたが、別な場所で多くの

生徒さん達とふれあうことができ、とても良かったです。

　また、小高の街を紹介していただき、観光もでき、とても楽しかったです。



南相馬市少年指導員連絡協議会　

会長　後藤　英之

　会員の皆様には、街頭指導に多大なるご協力をいただきまして、心より感謝申し上げます。

　１月１日能登半島で大地震が発生しました、犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表すとと

もに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　自然災害が頻発する中、東日本大震災と原発事故から１３年が過ぎました。

　肉親を失った悲しみや避難で故郷を離れた悔しさは忘れようがありません、当時は津波から

逃げ延びたり仲間と助け合って困難を乗り越えたり、とてもつらい経験をしました。

　「復興は長期戦です」福島で暮らす私達は、そのことを身に染みて感じています、これからも

能登の人々に心を寄せ続けることが大切だと思います。

　また、令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症の位置づけは、これまで「新型イン

フルエンザ等感染症（２類相当）」としていましたが、「５類感染症」にかわり、令和５年度の

総会も昨年度に続き会員の方々のお顔を拝見し対面式で開催出来ますことは喜びにたえません。

　私たち少年指導員の役割は街頭指導や青少年の健全育成と非行防止のための活動です。

青少年が犯罪に陥ることがないよう、また巻き込まれないよう未然に防止するための活動を行っ

ています。

　南相馬市では、子育て支援策が評価され令和５年７月１９日に一般社団法人日本子育て支援

協会が選ぶ「第４回日本子育て支援大賞２０２３（自治体部門）」を受賞されました。理由とし

て医療費、保育料、給食費の３つの完全無料化に加え、男性の育休取得促進奨励金、在宅で保

育をする保護者への支援金、屋内外のこどもの遊び場の設置、１８歳の若者に対する巣立ち応

援祝い金及び応援ポスターの制作など、こどもと子育てを応援する取り組みを実施してきたこ

とが評価されたものと考えます。

　今後も、地域社会全体で連携・協力しながら、子育て世帯を応援し、「こどもたちの笑顔がか

がやくまち」の実現に向け、取り組んでいくことが大切です。

　最後に、少子高齢化時代において私たちも地域全体で子供たちを育て、「自ら考え判断するす

こやかな心、自立したやさしい心を持つ子供たち」を育成することが極めて重要だと考え、今

後も少年指導員としての活動を務めてまいります。

「子育てを応援したい」「子育てを応援したい」

－７－－２－

令和5年度　南相馬市少年指導員連絡協議会　総会開催
（令和5年 5月 23日　原町生涯学習センター（サンライフ南相馬））

７／６　早朝街頭指導（原ノ町駅前）

　７月の「青少年非行・被害防止全国強調月間」にあわせ、原ノ町駅前で、高校生等に挨拶・

声かけを行い、啓発品（お箸・ティッシュ）の配布を行いました。８時前の電車を利用する学

生が多く、声をかけると元気に挨拶を返してくれました。

１１／２８　早朝街頭指導（列車内指導）

　１１月の「子供・若者育成支援推進強調月間」にあわせ、列車内で、「おはよう」「いってらっしゃ

い」と高校生等に挨拶・声かけを行い、啓発品（ふせん・マスク）の配布を行いました。

　原ノ町駅～鹿島駅間の列車に乗車しました。帰りは学生が多く、電車内では身動きが取れな

いと判断し、ホーム内で電車を待つ学生へ声かけ・啓発品の配布を行いました。

　ふせんをもらい喜ぶ学生が多く、そして、元気に挨拶を返してくれたので良かったです。

【QRコード】
市ホームページに掲載

【QRコード】
市公式Xエックス

（旧ツイッター）に掲載


